取扱説明書 Bearmax^fc 

DVD ホームシアターサウンドシステム 

エッナ•ァイー 

商品型番： HT-6000 



お買い上げいただきありがとうございます。 
ご使用前に必ずこの説明書をお読みください。 


この説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しています。 
この説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


株式会社クマザキエイム 
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5. ich ホームシアターシステム HT 


右前 左前 右後 左後 中央 

③付属のスピーカー (5 台)をサプウーファーに接続。 




▼ ▼ ▼ ノノ I 


①付属の音声出力 
ケーブル (3 本)で、 
DVD プレーヤーと 
サブウーファーを 
接続。 


同梱されている各パーツを、下図のとおり接続してください。 


DVD ? レ■ヤ4スピ■力■の接続方 
























万一、異常や故障が発生したときはすぐに使用をやめてください 


次のようなときは、そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。すぐに本体の電源ポタンで 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店もしくは総発売元•株式会社 
クマザキエイムに修理をご依頼ください。 


• 煙が出ている、変なにおいや音がする（異常状態） 

煙が出なくなるのを確認し、お買い上げの販売店もしくは総発売元 • 株式会社クマザキエイムに修理をご依頼ください。 
お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。 

• 本機の内部に水などが入った 
• 異物が本機の内部に入った 
#映像や音が出ないなど（故障状態） 

•落としたり、キャビネットを破損した 

















安全上の注意 (つづき) 


▲旨自 


I 電源：(こついて 

. •: 一 1 


_電源コード接続時の注意 

A 次のことをお守りください。誤った使い方をすると、 
と、発熱などにより火災の原因となります。 

• 電源プラグはコンセントへ確実に接続する。 

參電源コードは束ねたまま使用しない。 
_♦たこ足配線はしない。_ 

■ 電源コードを傷つけない 

^ 無理な使いかたをすると電源コードが破損します 
/V \ので、次のようなことはしないでください。 

I ♦電源コードの上に重いものを乗せる。 

參途中でつぎ足したりなどの加工する。 

禁止參無理に折り曲げる。 

拳傷をつける。 

參ねじったり、引っ張ったりする。 

• 熱器具に近づける。電源コードが傷んだときは、 
お買い上げの販売店、または総発売元に修理をご 
依頼ください。 

_そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。 

■ 差し込み部分は定期的に点検を 

〇 定期的に電源プラグを抜いて、プラグやコンセン 
卜の間に付着したほこり、よごれなどを取り除い 
てください。ほこりにより、シヨートや発熱が起こ 
り火災の原因となります。 

_電源電圧10 0V 以外で使用しない 


德薩蠢震:，■置 


■ 本機の上に水などの入った容器を置かない 


0 内部に水などが入った場合、火災、感電の原因とな 
ります。 

禁止 


■ ぬらさない 


みずぬれ禁止 


• 本機をぬらさないようにご注意ください。火災、 
感電の原因となります。 

參風呂場、水辺、雨天の中などでは使用しないで 
<ださい。 


■ 異物を入れない 

通風孔やディスクトレイなどから、金属類や燃え 
pv ) やすいものなど、異物を差し込んだり、落としたり 
V v しないでください。(特に小さなお子様にはご注意 
ください。)火災、感電の原因となります。、 


■ 通風孔をふさがない 


Q 

禁止 


通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因 
となります。本機の後部などに通風孔があり、次の 
ような使い方はしないでください。 


參本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。 

• 押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い所に置く。 
拳 テーブルクロスを かけたり、じゆうたん、布団の 
上に置く。 


Q 表示された電源電圧 (a c 1 〇〇 v ) 以外の電圧で使 
用しないでください。火災感電の原因となります。 

_禁_止_ 

■ 国外では使用しない 


0 本機を使用できるのは日本国内のみで、外国では 
電源電圧が異なりますので使用できません。 

This unit is designed for use in Japan only 

and cannot be used in any ather country. 

一 禁-止 _ 

■雷が鳴り出したら 



電源プラグには絶対に触れないでください。感電 
の原因となります。 


接触禁止 


■ 分解しない 



本機を分解、改造しないでください。火災、感電の 
原因となります。内部の点検、調節、修理は、お買い 
上げの販売店、または総発売元にご依頼ください。 


分解禁止 


■壁にぴったりつけない 


0 

禁止 


本機の設置は、壁から 1 0cm 以上の間隔をあけて 
ください。また、他の機器との間は少し離してくだ 
さい。 

ラックなどに入れるときは、本機の天面および背 
面からそれぞれ 1 0cm 以上のすきまをあけてく 
ださい。すきまがないと、内部に熱がこもり火災の 
原因とな D ます。 


■本機の通風孔やサブウーファーのポート（前 
面開口部）等に物を入れたり、落としたり 
しない。 

0 火災や感電の原因となります。 

禁止 


■ スピーカーケーブルは必ず壁等に固定する。 


〇 ケーブルに足や手を引っかけると、スピーカーが 
転落•落下し、故障したり、ケガの原因となります。 
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■ 電源プラグを抜くときの注意 


⑩ 


ぬれ手禁止 


• ぬれた手で電源プラグをさわらないでください。 
感電の原因となることがあります。 

• 電源プラグを抜くときは、プラグを持って抜い 
てください。電源コードを引っぱるとコードが 
傷つき、火災、感電の原因となることがあります。 


■ 設置場所に注意 

參湿気、ほこりの多い場所や、油煙、湯気が当たる 

0 場所に置かないでくださし〗。火災、感電の原因 
となることがあります。 

• 直射日光が当たる場所や温度が高くなる場所に 
放置しないでください。火災、故障の原因とな 
ることがあります。 


不安定な場所に置かない 


0 

禁止 


不安定な場所、棚などに置かないでください。落ち 
たり、倒れたりして、けがの原因となることがあり 
ます。 


_本機の上に重いものを置かない 


禁止 


) (ランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原 
因となることがあります。また、本機の上に乗らな 
いで <ださい。 


_持ち運びの注意 


露 

電源プラグ 
を抜く 


ディスクを取り出して電源を切り、外部接続をす 
ベて外してからおこなってください。コードが傷 
つき、火災、感電の原因となることがあります。 


■ ディスクトレイに手を入れない 


A けがの原因となることがあります。 

(特に小さなお子さまにはご注意ください。） 

指をはさまれ 
ないよう注意 

■ 変形やひび割れしたディスクは使用しない 


変形、ひび割れ、または接着剤などで補修したディ 

0 スタは、使用しないでください。ディスクは本機内 
で高速回転しますので、飛び散って、けがの原因と 
なることがあります。 

また、セ□八ンテープやレンタル CD のラベルなど 
禁止の糊がはみ出したり、はがしたあとがあるデイス 
クも使用しないでください。 


へッドホンの音量に注意 

音量を上げすぎないようにご注意ください。耳を 
刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることがあります。 

音量に注意 

電源を入れる前に、接続しているアンプなどの音 

A 量を最小にしてください。また、音量の調節は音量 
レベルを確認しながらおこなってください。突然 
大きな音が出て聴力障害などの原因となることが 
-あります。 


■ 他機器との接続について 


A 


テレビ、ビデオ、オーディオ機器などを接続する場 
合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を 
切り、説明に従って接続してください。電源を入れ 
たまま接続すると、感電、けがの原因となることが 
あります。 


■ 電磁波の発生する機器に近づけない 


0 携帯電話、テレビやモニターに近づけない。電磁波 
のためにテレビにノイズが発生し、画面のチラツ 
キや携帯電話によるノイズの影響が生じることが 
禁止あります。 


長時間使用しない場合やお手入れの際の注意 


電源プラグ 
を抜く 


安全のため電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■ 内部の掃除について 

A i 年に1度は内部の掃除について、お買い上げの 
販売店にご依頼ください。内部にほこりがたまつ 
たまま長い間掃除をしないと、火災、故障の原因 
-となることがあります。 


乾電池（リモコン用)使用上の注意 


A 

禁止 

❶ 


乾電池の使い方を誤ると、電池の破裂、液もれに 
より、火災、けがや周囲を汚損する原因となるこ 
とがあります。次のことをお守りください。 

• 単4形乾電池以外は使用しない。 

• 極性（十と一）に注意し、表示通りに入れる。 

• 種類の異なるものや、新旧の電池を混ぜて使 
わない。 

參電池を充電、加熱、分解したり、火や水の中 
に投入しない。シヨートさせない。 

• 長期間〇ヶ月以上）使用しないときは、電 
池を取り出しておく。 

もし、液もれが起こったときは、電池ケース 
についた液をよくふき取ってから新しい電池 
を入れてください。万一、もれた液が身体に 
ついたときは、水でよく洗し v 流してください。 





安全上の注意 (つづき )/使用上のお願い 


使用上のお願い 


_サブウーファーのポート(前面開口部)に手 
を入れない。 

Q 感電やケガの原因となることがあります。 

禁止 


■ 持ち運ぶときには、サブウーファーのポート 
(前面開口部)に手をかけない。 

0 ポートがはずれたり、本機を落としたりして、ケガ 
の原因となることがあります。 

禁止 


_フ□ントおよびリアスピーカーを設置する 
際には、以下のことを注意する。 

A - 壁に取り付ける場合、くぎなどの抜けやすいち 
のは絶対に使用しないでください。 

> • 薄いベニヤ板の壁や柔らかい壁には取り付けな 

いでください。 


■ センタースピーカーを設置する際には、スピー 
カーの底面積より狭い場所や傾斜のある場 
所には設置しない。 

0 スピーカーが落ちて、ケガの原因になることがあ 
ります。 

禁止 


取り扱いについて 

-引っ越しなど遠くへ運ぶときは、傷がつかないように毛布 
などでくるんでください。 

•殺虫剤や揮発性のものをかけないでください。また、ゴム 
やビニール製品などを長時間接触させないでください。 
変色したり、塗装がはげるなどの原因となります。 

• 長時間ご使用になっていると天板や後部が多少熱くなるこ 
とがありますが、故障ではありません。 

• ふだん使用しないときはディスクを取り出し、電源スイッ 
チを切ってください。 


設置場所について 

本機を再生中、近くに設置したテレビやビデオ、ラジオの画 
像や音声に悪い影響を与えることがあります。万一、このよ 
うな症状が発生した場合はテレビやビデオ、ラジオから離し 
てください。 


お手入れについて 

• キャビネットや操作パネルのよごれは柔らかい布で軽く拭 
き取ってください。 

• よごれがひどいときは、布を水でうすめた中性洗剤にひた 
し、よく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げてください。 
ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。変色し 
たり、塗装がはげるなどの原因となります。 

• 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書にしたがってく 
ださい。 


結露について 

本機内部のピックアップレンズに水滴がつくことがあります。 
これを結露といいます。 

結露はこんなときおきます。 

• 本機を寒いところから、急に暖かいところに移動したとき。 

■ 暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどの冷風が直接 
あたるところで使用したとき。 

• 夏期に、冷房のきいた部屋.車内などから急に温度 • 湿度 
の高いところに移動して使用したとき。 

•湯気が立ちこめるなど、湿気の多い部屋で使用したとき。 
結露がおきた状態で本機をお使いになりますと、ディスクや 
部品を傷めることがあります。ディスクを取り出し、本機の 
電源プラグをコンセントに接続し電源を入れておくと、本機 
があたたまり、2〜3時間で水滴がなくなります。またコン 
セントに接続しておくと結露（霜付き）が生じにくくなりま 
す。 
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ディスクの取扱いと保管 デイスクについてのご注意 


ケースからの出し入れは 

センターホルダーを押さえ 印刷面を上にして… 


再生面に触れないように 上から押さえて入れる。 

持って取り出す。 

ディズクの取扱いかた 

• 再生面には手をふれないでください。 


再生面 

ディスクの保管のしかた 





• ディスクに紙やシールを貼らないでください。 

また、セ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどの糊 
がはみ出したり、剥がしたあとがあるディスクは使用し 
ないでください。ディスクが取り出せなくなったり、故 
障の原因となることがあります。 

• 八一卜形や八角形など、特殊形状のディスクは使用しない 
でください。故障の原因となることがあります。 

(特殊形状ディスクの例） 



• ill または^111マークの入った CD/CD-R ディスク 
をご使用ください。 

• ディスクが正しい位置に置かれていないと、ディスクに傷 
をつけたり故障の原因になることがあります。 
■ディスクに傷、指紋、ほこりなどがついていると再生でき 
ないことがあります。 

•再生中、近くに置いたテレビに色ズレを生じたり、ラジオ 
に雑音が入る場合は、本機と他の機器とを離してください。 
• 市販の CD スタビライザーは使用できません。 

♦本機に強い衝撃を与えたとき。 


.直射日光の当たる場所や、温度の高い場所、湿気やほこり ♦薄い板の上など、振動しやすい場所に置いたとき。 

の多い場所には保管しないでください。 ♦ディスクの内容によつて音とびを起こすことがありま 

• ディスクは必ずケースに入れて保管してください。 す。その場合は音置を下げてお聞きください。 


本機を持ち運びするときは 

• ディスクを必ず取り出してください。 

入れたまま持ち運びすると、ディスクに傷をつけたり、故 
障の原因になります。 

ディスクのお手入れのしかた 

■ ディスクについた指紋やほこりなどのよごれは、画像のみ 
だれや音質低下の原因となります。柔らかい布で、ディス 
クの中心から外側に向かって軽く拭き取り、いつもきれい 
にしておいて < ださい。 


【コビーガード付き CD 再生について】 

CD 規格に嘯し なし、「コピー ガード付き CD 」 などのディ 
スクについては、本機では再生できない場合があります。 
CD を再生する際には、 「CD □ゴマーク」の有無や、パッ 
ケージの注意文をよくお読みになり、 CD 規格に準拠す 
るディスクであることをお確かめください。なお、 CD 
規格に準拠しないディスク再生時にのみ支障がある場合、 
詳細についてはディスクの発売元にお問い合わせくださ 
し、 


O x 



必ず内側から外側へ 


シンナーやベンジン、アナ□グ式レコード盤用のクリーナー、 
静電気防止剤などは使用しないでください。ディスクを痛 
める原因となります。 


• 本機の近くでヘアースプレーや加湿器を使用しないでくだ 
さい。レンズがくちったりすることがあります。 
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お使いになる前に 


_ 再生できるディスク 

本機では下記のディスクを再生することができます。 


ディスク 

ディスクの大きさ 

マーク （ロゴ） 

記録内容 

DVD 

€ 

醫 

£7VE> 

VIDEO rM 

音声 + 映像 

MP3 

€ 

1 卜 


日円 

Video-CD 

(VCD) 

1 


_f| COMPACT / T \ 

[DIGITAL VIOEOI し 7 こ 

音声+映像 

CD-DA 



rcompact 

DIGITAL AUDIO 

音声 

Kodak 



Kodak 


Picture 


Picture CD 

画像(写真） 


■ 


COMPATIBLE 



• 本機は NTSC テレビ（日本のテレビ）方式以外のディス 
クでは正しく表示しません。 

• CD-R では音楽 CD フォーマツト、 MP 3形式の音楽デー 
夕、または JPEG の静止画像が記録されたものに限り再 
生が可能です0 

參 DVD-R では DVD レコーダー などでビデオフ ォーマツ 
卜で記録されたもので、かつフアイナライズ処理さ 
れたちのに限り再生が可能です。ただし、記録状態 
のよつては再生できないディスクがあります。 

♦ VR フ ォー マツトで記録したディスクは再生できませ 
ん〇 

• 本機は KodakCD に記録されている JPEG データを 
再生することが可能です。 


DVD 再生時の機能や操作について 


D V D は、制作者の意図により再生状態が決められています。 
本機はディスク制作者が意図した内容に従って再生するため、 
本機で設定した機能が働かない場合や、本機の操作が制約され 
る場合があります。 


ディスクや ノ くッケージのマークについて 

DVD ディスクやパッケージには下の表のようなマークが表 
示されています。それぞれのマークはディスクに記録されて 
いる映像 • 音声の数や使える機能を表しています。 

(DVD によつては機能が使えても、それらのマークが表示さ 
れていないものちあります。） 


マーク 

意味 


音声が記録されている数を表します。例え 
ば数字が「3」の場合、3種類の音声(英語/ 
スペイン語/日本語など)が記録されてし、ます。 

( 

2 

u u m u 

) 

字幕の数を表します。例えば数字が「2」の 
場合、2種類の字幕(英語/日本語など)が記 
録されています。 

I 

1 

I 

アングルの数を表します。 DVD では、角度(ア 
ングル)の異なる複数のカメラで撮影した シー 
ンを、好みのアングルを選んで再生できるディ 
スクがあります。 


選択可能な画像アスぺクト比を表します。 
映すテレビがワイドテレビか普通のテレビ 
かによって、画像を切り替えられるものが 
あります。 

Il 6:9| LB | 

ビ^タサイズ 
シネマス]-プサィズ 


W 


再生可能なリージョン番号を表します。 
(下記を参照ください。） 


認定されていないディスクについて 


正式な販売地域以外の DVD ディスクや業務用ディスクなど 
の中には、本機での再生が禁止されているものがあります。 
正式な販売地域以外の DVD ディスクを再生しようとすると、 
「再生できない地域番号のディスクです。」といラメッセージ 
が画面に表示されます。 



本機のリージョン番号は「2」です。 

リージョン番号が「2」、または 「ALLJ の DVD を本 
機で再生することがで吉ます。 
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タイトル、チャプター、トラックについて 


著作権について 


DVD は、タイトルという大きい区切りと、チャブターとい 
う小さい区切りに分かれています。 

昔楽用 CD は、トラックで区切られています。 

例 ： DVD 



例：音楽用 CD 


--音楽用 CD -- 

トラック1トラック 2. トラック3トラック4トラック5 

_!__, _L_ J __, _L_ J __ 

〜 I Qj ： よ 〜 j [■ 〜 ][J 册 〜] 0 JJJ3 〜 


ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開演奏、 
レンタル（有償、無償を問わず）することは、法律により禁 
止されています。 

本機は、アメリカ合衆国特許権と知的所有権上保護された著 
作権保護技術を搭載しています。この著作権保護技術の使用 
はマクロビジヨンコーポレーシヨンの許可が必要です。許可 
がない場合は家庭用及びその他の一部の観賞用に制限されま 
す。分解したり、改造することも禁止されています。 


再生中再生後の音量にご注意ください 

DVD や音楽 CD に記録されている音声のレベルはディスク 
によって異なります。 DVD の場合は音声出カモード (5.1 ch 
か2 ch かなど）によっても音声レベルが変わることがあり 
ます。音量を上げた DVD や音楽 CD を再生中、そのまま入 
力切り換えをすると大きな音が出ることがありますので、ご 
注意ください。事前に音量を下げるよう心がけてください。 


それぞれのタイトルやチャプター、トラックには順に番号が 
ふられています。これらの番号をタイトル番号、.チャプター 
番号、トラック番号といいます。 

ディスクによっては、各々の番号が記録されていないものも 
あります。 


MP 3 について 


MP 3 とは MPEG オーデイオレイヤー3というファイル形 
式で圧縮された音楽データです。 1 V 1 P 3 ファイルは r . mp 3 J 
という拡張子が付いた音楽データファイルのことを呼びます。 


MP 3 ディスク 


: イレクト 1 J 1 


b ァイル1ファイル2ファイル3 

I_I 


加 


JJ ： よ 〜*) AN 


デイレクトリ 2- 
アイ J 1/4 ファィ;咕 


册〜删 


JPEG について 


JPEG とは、写真やイラストなどの画像ファイルの保存形 
式（フォーマツト）の一種です。 JPEG ファイルは r.jpgj 
という拡張子が付いた画像ファイルのことを呼びます。 
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各部の名称 


本体正面 


① 電源入/切ポタン 

② ディスクトレイ開閉ポタン 

③ ディスクトレイ 

④ 再生/-時停止 

⑤ 停止 
⑧早戻し再生 

⑦ 早送り再生 

⑧ リモコン受光部 






© 〇©©〇 © 


本体背面 


<5.1 チヤンネル音声出力> 

① 左前音声出力 • 

② 左後音声出力 

③ 中央音声出力 

④ 右前音声出力 

⑤ 右後音声出力 

⑧サブウーファー音声出力 

<デジタル音声出力> 

⑦ デジタル同軸音声出力 

⑧ 光デジタル音声出力 


❶ © A © ® ID 



〇 @ @ @ ぬ © 


<コンポーネント映像出力> 

<アナログ AV 出力> 

⑧ （ Y ) 出力 

⑫ S 映像出力 

⑩ ( Pb / Cb ) 出力 

⑬映像出力 

⑪ （ Pr / Cr ) 出力 

⑭右音声出力 


⑮左音声出力 


サブウーファ 


【背面部】 @ 


【前面部】 




⑤パーチヤルサラウンド切換 

ステレオ音声を 5. 1チヤンネル 
サラウンド音声に切り換えます。 
⑧入力切換 


『外部ステレオ音声入力』 

① 右音声入力 

② 左音声入力 

『5.1チヤンネル音声入力』 

③ センター（中央） 

④ リア R (右後） 

⑤ フロント R (右前） 

⑥ サブウーファー 

⑦ リア L (左後） 

⑧ フロント L (左前） 
『音声出力』 


④ 

①電源ランプ — |— 

⑧フロント R (右前） 


②サブウーファー(重低音)音量調節 ⑭ 

⑩フロント L (左前） 


③フロント L (前左)、フロント R (前右） 

⑪リア R (右後) 

■⑤ 

リアし(後左)、リア R (後右） 

⑫リアし（左後） 


各スピーカー音量調節 

⑬センタ—（中央） 

⑥ 

④センター(中央)スピーカー音量調節 

⑭サブウーファー電源入切 


外部ステレオ音声入力と DVD 
プレーヤ_ (5. 1 ch 音声入力)とを 
切り換えます。 
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リモコン 



lo¬ 

ll 

12 - 

13 

14- 

15 

16 


I - m 刀百厘-1 >~ 

a n hb- 

前スキシブ；义フ■士:/ブ早戻し早送り 


^3 

スー la | r \ u •ノし一トリ匕一卜| ALI 一 


イントロブ ングルコマ^ I 音塌選択 1 
1カグげン:^リモコン本編再'^^消笪„ 1_ 




Bearmax^^ 


27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 


1•電源入/切（スタンパイモード） 

2.プ□グラム再生 

3 •お気に入り記録再生 

4 •クリア 

5. 移動再生•設定変更 

6. 初期設定 

フ.タイトルメニュー表示 

8. 再生/一時停止 

9. 出力音量 

10•スキップ（前/次） 

11•ズーム苒生 

12. A - B リピート再生 

13. イント□再生 

14. アングル切換 

15. プログレッシブ/インターレース切換 
16•画面リモコン 

17•ディスクトレイ開閉 

18. 数字 

19. 字幕切換 

20. メニュー表示 

21. 方向 

22. 決定 

23. メニュ ー 

24. 音声切換 

25. 停止 

26. タイトル/チャプター情報表示 

27. 早戻し/早送り再生 

28. スロー再生 

29. リビート再生 

30. 音場選択 

31. コマ送り再生 

32. 消音 

33. 本編再生 
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付属品を確かめる/リモコンを準備する 


_ 梱包内容を確かめる _ 

同梱されているノ《ーツを確認してください。 



リモコン用電池の入れ方 リモコンの使える範囲 


1. リモコンの裏蓋にあるツマミを押し、蓋を開けます。 

2. 単4型乾電池2本を、リモコン電池ケース内の表示に合わ 
せて、プラス (+) とマイナス (一) の向きを間違えないように、 
正しく入れます。 

乾電池は、マイナス側を先に入れてから、プラス側を入れ 



乾電池が消耗したときは、交換してください。 

乾電池が消耗すると、リモコンを操作できる距離が極端に短 
くなつたりします。このような場合は、すべて新しし俺電池 
に交換してください。 

-消耗した乾電池は早めに交換してください。 

•新しい乾電池と、一度使用した乾電池を混ぜて使用しない 

•種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて 
使用しないでください。同じ形状でも性能の異なるものが 
あります。 

•乾電池が液漏れをした場合には、直ちに乾電池を破棄して 
ください。漏れた液にふれ fcD 、 衣類などに付着しないよ 
うにしてください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース 
内をぎれいに拭いてください。 


水平(垂直)方向で左右(上下) 30度ずつ、直線距離で約7 m ま 
での範囲です。 


リモコンセンサー 



〇 〇 

0000 

0000 

0000 

0000 


•リモコン受光部とリモコンとの間に障害物があると、操作 
で吉ないことがあります。 

•直射日光下やインパーター蛍光灯の近くでは、強い光が当 
たると正常に動作しないことがあります。 
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接続する 


付属のスピーカーを準備する 


本機は、フロントスピーカー(前右•前左各1個)、 
センタースピーカー（中央1個)、リアスピーカー 
(後右*後左各1個)、サブウーファー （1 個） 
の 5.1 チヤンネルスピーカーシステムで、最良の 
音場効果を楽しめるよう設計されています。 

フロントスピーカーは、フロントチヤンネルの音 
声（ステレオ音声）と効果音を出し、リアスピーカー 
は、サラウンドと効果音、センタースピーカーは、 
会話やポーカルなど画面中央に定位する音を出し 
ます。また、サブウーファーは、低音を強調する 
だけでなく、ドルビーデジタルや DTS、AAC に 
含まれる LFE 信号を正確に再現することができます。 

【ご注意】 

5.1 チヤンネルスピーカーシステムでお使いにな 
らないときは、お使いになるシステムに合わせて、 
初期設定のオーディオ設定を設定してください。 （28 
ベージ） 


スピーカーの設置場所を決める 

スピーカーは下図のように配置してください。 


フロント L (前左） フロント R (前右) 



リア L (後左） リア R (後右) 


フロントスピーカー L/R (前右 • 前左） 

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカーを視聴位 
置から等距離に設置します。テレビ（モニター）は、 
左右のスピーカーの中央に設置するようにしてくだ 
さい。 


センタースピーカー（中央） 

フロントスピーカーの中間に設置します。テレビ（モ 
二夕一)を設置している場合は、テレビ（モニター） 
画面とスピーカーの前面を揃え、テレビ（モニター） 
の上や下など、できるだけテレビ（モニター）画面 
の近いところの中央に設置します。 

リアスピーカー L/R (後右•後左） 

後方斜め、スピーカーを視聴位置に向けて設置します。 

サブウ— ファ— 

前方左右どちらかの壁面寄りで、壁の反射を防ぐた 
めに少し内向きに設置します。低音の聴こえ方は、 
スピーカーを置く位置と聴く位置の両方に影響され 
るので、設置する位置を変えてお試しください。 

【ご注意】 

テレビ（モニター）の映像が乱れるときには、スピー 
カーをテレビ（モニター）から離して設置してくだ 
さい。 
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接続する（つづき） 

付属のスピ ー カ ー を接続する 


付属のスピーカーと DVD プレーヤーを下図のとおり接続します。 



後左 スピーカー 後右 スピーカー 
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テレビと接続する 



右(赤） 〈端子例〉 

音声入力端子へ 


• すべての接続が完了したら、テレビの画面サイズ設定 （「4:3 PSJ 、「4:3 LBJ ' H 6:9 J ) をあわせてくださ 
し、 （27 ベージ） 

春テレビがモノラルの場合は、映像.音声接続コード（黄.白）をテレビに接続します。（赤）を接続する必要は 
ありません。 

•接続したテレビの端子に合わせて、外部入力を切り換えてください。（例：「ビデオ 1 J 「ビデオ 2 J ) 


_接続時の注意_ 

.他の機器を接続するときは、本機および接続機器の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてからお 
こなってください。 

• 本機とテレビは直接接続してください。コピー防止機能の働きにより画像が乱れることがあります。 

• 接続する機器の説明書もよくお読みください。 

•本機の電源コードを、コンセントにつないだり抜くときは、接続しているアンプの電源スイツチを切ってく 
ださい。電源を入れたままにしておくと、スピーカーを傷めることがあります。 
















接続する（つづき) 


S 映像入力端子のある テレビと接続する場合 

テレビに s 映像入力端子がある場合は、 s 映像入力端子を接 
続するとよりきれいな映像が楽しめます。このとき、付属の 
映像接続コード（黄）は外してください。 

1. 市販の S 映像接続コードで本機の S 映像出力端子 
とテレビの S 映像入力端子を接続する。 

2. 市販または付属の音声接続コードで本機の音声出 
力(左/右)端子とテレビの音声入力端子を接続する。 


映像信号の出力方式 

(インターレ ースまたはプログレッシブ)を選択する 

接続したテレビなどに合わせて、映像信号の出力方式を 
選択します。プログレッシブ方式では、画像のチラツキ 
がおさえられ、解像度も良くなります。 


1 • プログレッシブポタンを押して出力方式を選びます。 



リモコンのプログレッシブポタンを押します。テレ 
ビ画面に 「YUV (インターレース）または 
「YPBPR (プログレッシブ)」が表示されます。 
2. ポタンを押すたびに切り換ります。 

•YUV (インターレース） 

通常のテレビなど（インターレース方式）に接続 
しているときに選択します。 

* YPBPR (プログレッシブ） 

プログレツシブ方式に対応したテレビなどに接続 
しているときに選択します。 


コンポーネント映像入力端子（または D 端子) 
のあるテレビ と接続する場合 _ 

本機のコンポーネント映像出力端子は、コンポーネントビデ 
才入力端子を持つテレビやプロジェクターに接続することが 
できます。輝度、コンポーネント信号が独立して出力される 
ので、映像の本来の色を忠実に再現することができます。ま 
た、本機はインターレース方拭またはプログレッシブ方式両 
方の映像出力方式に対応しています。 

1 . 市販の接続コードで本機のコンポーネント映像出 
力端子とテレビのコンポーネント入力端子を接続 
する。 

2. 市販または付属の音声接続コードで本機の音声出 
力(左/右)端子とテレビの音声入力端子を接続する。 

3. 本機の映像出力方式を、接続したテレビに合わせて、 
インターレース方式またはプログレッシブ方式に 
設定する。 


※テレビがプログレッシブ対応していなければテレビ画面は正 
常に映りません。出力方式をインターレース方式に設定しな 
おしてください。 


コンポーネント映像入力端子 / D 端子へ 





他のデジタルステレオ対応アンプと本機/ DVD プレーヤーを接続する 


デジタル音声入力端子付きアンプと本機/ DVD プレーヤーをつないで、2チヤンネルまたは、 5.1 チヤンネル 
デジタルステレオの迫力ある音響効果を楽しむことができます。 


75 Q 同軸デジタル接続コード(市販品） 


S ぼ 入力 


デジタル音声 
入力端子付きのアンプ 


デジ 識 II 敦 I 


映像接続コード(付属もしくは市販品） 
映像出力端子(黄)へ 


〇 

— 1 

DDO 

〇 

D 口 

: © ® @ : 

[issssssgssssssssi 


DVD プレーヤー 




映像入力端子(黄)へ 




テレビ(モニター） 


他のオーディオ機器と付属のスピーカーを接続する 


お手持ちのオーデイオ機器と付属のスピーカーシステムをつないで、2チャンネルまたは、バーチャルサラ 
ウンドで迫力ある音響効果を楽しむことができます。 


左音声出力端子(白)' 


映像接続コード(付属もしくは市販品） 


I wHd ~~ I? 3 


右音声出力端子(赤)へ 




PDD 

〇 

〇 C3 

"o' 

:@ : 

900 eODBDODOfeaOtst 

| C3 〇 C3 C3 ロロ catao ロロ口〇 口 1 


他のオーディオ機器 


右音声入力端子(赤)へ！左音声入力端子(白)へ 






















基本操作 


電源コードを接続する 


DVD プレーヤーとサブウーファーの 
電源プラグを AC 100 V コンセントへ 
差し込みます 



參電源コードを抜き差しするときは、電源ボタンで電源を切つ 
てからおこなってください。 


ディスクを再生する 



① 本体の電源ポタンを押します。付属のスピーカー 

と接続している場合は、サブウーファーの電源 
を入れます。 

② DVD などの映像ソースを再生するときは、本機 
と接続したテレビ(モニター）の電源を入れます。 

③ 本機の取出しポタンもしくはリモコンの開閉ポ 
タンを押します。印刷面を上にして、トレイにディ 
スクをセットします。 

④ 取出しポタンを再度押します。自動的に読み込 
みを始めます。 

スペ主章 

•5.1 チャンネルで使用しないときや、付属のスピー 
力一以外を使用するときは、電源をいれたあと、 
他の操作に移る前に初期設定のオーディオ設定 
を設定してください。 （28 ページ） 


再生をとめる 



①本機の停止ポタン、もしくはリモコンの停止ボタ 
ンを押します。 

続き再生メモリー機能 

停止ポタンを1回押すと、とめた位置から再生が始ま 
ります。2回押すと、最初の画面から再生が始まります。 


使い終わったら 


本機の取出しボタンもしくはリモコンの開閉ポタン 
を押して、ディスクをトレイから出し、本機もしくは 
リモコンの電源ポタンを押します。 




©©© 
©©© 
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付属の スピーカーを 使う 



① サブウーファー（重低音）音量調整ツマミ 

時計回りにまわすとサブウーファーの音量が大きくなります。 

② 右前•右後•左前•左後音量調整ツマミ 

時計回りにまわすと右前，右後•左前•左後スピーカーの音量が大 
きくなります。 

③ 中央音量ツマミ 

時計回りにまわすと中央スピーカーの音量が大きくなります。 

④ V . サラウンド（パーチヤルサラウンド）ポタン 
※⑤の入力切換が 「 DVD 」 の時のみ機能します。 

入：付属の全スピーカーから音声がでます。 

切：左前‘右前•サブウーファーから音声がでます。 

⑤ 入力切換ポタン 

外部入力：外部入力端子に接続した音声を出力します。 

DVD : 5.1 チャンネル入力端子に接続した音声を出力します。 

_サブウ—フア—背面 


入力切換を「外部入力」に合わせた場合 


入力切換を 「 DVDJ に合わせた場合 



【_兩例】 

本機 DVD プレーヤーと接続した場合 

① 入力切換ポタンを"切”にして 「 DVDJ に合わせます。 

② V •サラウンドポタンを"切”に合わせます。 

③ "重低音"•"前後左右"•"中央"の音量ツマミで、スピーカー音量を調整します。 

他のオーディオ機器と接続した:場合 

① 入力切換ポタンを"入”にして「外部入力」に合わせます。 

② V . サラウンドポタンを"入”に合わせると、ステレオ音声が擬似 5.1 チヤンネルで出力します。 
"重低音” • “前後左右” ♦ "中央"の音量ツマミで、スピーカー音量を調整します。 

V . サラウンドポタンを“切”に合わせると、ステレオ音声で出力します。 
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リモコンを使つたその他の操作 


tit 


タイトル 


メニ: 


再4/-時停止 停止 音声 

B I 

一出力音 i 


n ■ 

i 置一 ) 情報表示 

tEB 


次スキップ早戻し早送り 


I m 

I 前スキップ 

— ■兩 功〇 〇 

I ズーム A 8 U ビートリビートス □- 
コマ送り音場選択 

參參 


イントロアングルコマ送 


プ:グレクゾ？圍リモコン 本篇 再生消音 


Bearma ^^ 


1•電源入/切ボタン 

電源の入/切ができます。 

電源切の状態でスタンパイモードになります。 

2. プログラム再生ポタン 

2つ以上のタイトルやチャプターがある 
DVD / CD / MP 3 の場合、再生する順番の設定ができます。 

① プログラム再生ポタンを押すと、設定ページが下図の 
ように表示されます。 

② 数字ボタンで 、 TT (タイトル）と CH (チャプター) 
番号を入力します。 

③ 入力が終わったら「開始』を選択し、リモコンの決定 
ポタンを押します。 


( プ□グラム： 

TT ㈠ /CH ㈠ 


—CH : 一 

- Btt ：_ 

■CH:— 

0TTL 

_CH:_ 

- 0tt ：_ 

_CH：_ 

0TT:_ 

_CH:_ 

- Btt ：_ 

_CH:_ 

Ett ：_ 

_CH:_ 

_ 0TT：_ 

_CH：_ 

0tt ：_ 

_CH:_ 

-0 tt ：. 

—CH し 

L 終了 

開始 

次へ 

►H 


3•お気に入りポタン 

DVD や CD の再生中にお気に入りボタンを押すと、 
その場面を言己憶させることができます。 

(録画機能ではあ D ません。） 

① お気に入りポタンを押すと、下図の設定画面が表示さ 
れます。 

② DVD / CD 再生中に、記憶させたい場面でリモコンの 
再生ボタンを押します。スペースに数字が表示され、 
お気に入りの場面が登録されます。（記憶） 

③ 記憶させた場面を再生したいときは、リモコンの方向 
ポタンで記憶させた場面の番号を選択し、再生ボタン 
を押します。 

④ お気に入り朮タンを押すと、元の画面に戻ります。 

( ブックマーク | 


再生キーを押して再生 
クリアーキーを押して消去 


4.クリアーポタン 

入力した値を削除します。 


7 8 91011121314 


0010101 碁 • 

❶❹〇 oj 




1 2 3 4 5 6 
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テレビ画面に r G 」と表示された場合、その操作は無効になります。 


5•移動•設定ポタン 

移動：選択した場面に移動し、再生ができます。 

① ポタンを押すと、下図の画面が表示されます。 

② リモコンの方向朮タンで移動したいタイトル/チャ 
プター/トラックの項目を選択し、決定ポタンを押 
します。 

③ 移動したいタイト ) レ/チャプター/トラックの数字、 
または時間を数字ポタンで入力します。 

④ 選択した場面が上部にプレビュー表示されます。 

⑤ 移動 • 設定ポタンを押すとプレビューが継続して再 
生されます。 


DVD の場合 



ディスク行先：ディスク内で移動したい時間が入力で 
きます。 

トラック行先：曲内で移動したい時間が入力できます。 
トラックを選択：移動したいトラックの数字が入力でき 
ます。 

設定：音声/字幕/アングル/リビート再生の設定/変 
更ができます。 


6.初期設定ボタン 

初期設定のメニュー画面に切り換わります。 
(詳細は P 26~30 を参照。） 

7•タイトルポタン 

タイトルメニュー画面に戻ります。 

※本機能対応デイスクのみ有効です。 


10•スキップ前/次ボタン 

前または次のチャプター/トラックにスキップして再生 
します。 

11 . ズームボタン 

ズームポタンを押す毎に下図のように画面の倍率が切り 
換わります。 



1 2. A - B リピートボタン 

指定した場面の間を繰り返し再生します。 

① 繰り返し再生を始めたい場面で A - B リビートボタン 
を押します。 

② 終了させたい場面で A - B ポタンを押します。指定し 
た間を繰り返し再生します。 

③ 再度 A - B ボタンを押すと、元の画面に戻ります。 

13 •イント□ポタン 

タイトル*チャブターのダイジェストもしくは、イント 
□再生ができます。 

① 再生中にイント□ボタンを押すと、下図 A が表示され 
れます。 

A ダイジェスト 選択： 

々イトルダイジェスト-再生中ディスク内のタイ 

トルを一黄表示します。 

チャプターダイジェス I -再生中タイトル内のチャ 

プターを一覧表示します。 

タイトルインターパル-再生中タイトルを10分ご 

とに分け一覧表示します。 

チャプタ—インターバル—再生中チャプタを10分ご 
- とに分け一覧表示します。 

② 方向ポタンで再生したし傾目を選択し、決定ポタンを 
押します。 

③ 下図 B が表示されます。リモコンの方向ポタンで、再 
生したいチャプター • トラックを選択し、決定ポタン 
を押すと、再生を開始します。 

B , 、 


° r r 

■ ■ 

タイプ:チャプター(タイトル 01) 

選択 (01 -26):- 

メニュー 次へ圓 


8. 再生/一時停止ボタン 

再生：ディスクを再生します。 

一時停止：再生中に押すと一時停止します。 

再び押すと通常の再生を再開します。 

9. 出力音声ポタン 

〇〜20のレベルで出力の音置を調節することができます。 
※接続したテレビの音置調整はできません。 


14.アングルポタン 

DVD のアングルを切り換えます。アングルポタンを押 
すたびに、下図のように切り換わります。 

※複数のアングルで記録された DVD のみ、ご使用になれます。 
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リモコンの使い方（つづき) 


15. プログレッシブボタン 

プログレッシブまたはインターレースの切り換えをしま 
す。プログレッシブ対応のテレビに接続した際に設定を 
します。 （ P 16を参照。） 
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16.画面リモコンポタン 

再生中に画面リモコンボタンを押すと下図が表示されま 
す。リモコンの方向ポタンで選択したいマークに移動し、 
決定ポタンを押します。選択されたマークは黄色に変わ 
ります。 



コマ送りポタン 
◄I I ►:スロー再生ボタン 
音声ボタン 
字幕ポタン 
¢3 :アングルボタン 

※その他のポタンはリモコ 
ンと同じ機能です。 


響： 

V J • 


17.開/閉ポタン 

ポタンを押すとディスクトレイが開きます。 

再度押すとトレイは閉じます。 

18■数字ポタン （0 〜9、 10+) 

数字を入力する時に使用します。10以上の番号を入力 
する時は10+を使います。 

例： nij を入力する場合 

© を押してから①を押す。 

19•字幕ポタン 

字幕の設定を選ぶことができます。 

※本機能は、他種類字幕が記録されたディスクのみ有効 
です。 

20•リターンボタン 

メニュー画面に戻ります。 

21■方向ポタン 

カーソルを移動させる時に使います。 

22•決定ポタン 

選択したものを確定させる時に使います。 


23.メニューポタン' 

1回押すとサブメニュー 
2回押すとメインメニュー 
※本機能は、サブメニュー•メインメニューが記録され 
ているディスクのみ有効です。 


に戻ります。 


24. 音声ボタン 

音声の設定を選ぶ事ができます。 

※本機能は、他種類音声のディスクのみ有効です。 
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テレビ画面に r ® 」と表示されたときは、その操作は無効になります。 


25•停止ボタン 

再生を停止させます。 

1回押すと、 モニターに 「再生 キーでリジュー ム J が表 
示され仮停止状態になります。再度再生ポタンを押すと、 
仮停止した所から再生が スター トします。 

2回押すと本停止状態になります。再度再生ポタンを押 
すと、最初の場面からスタートします。 

26.情報表示ポタン 

タイトル • チャプターの経過時間と残り時間が表示され 
ます。1回押すたびに、下図のように切り換わります。 



27.早送り/早戻しポタン • 

このポタンを押すと、2倍〜32倍で早送り•早戻しが 
できます。1回押すたびに、下図のように切り換わりま 


早送り 



@4 X - 


-(►►18 X ~~> 


4倍連 8倍速 

网 32 X - (►►116 X - 


通常再生 


32倍速 


16倍速 


早戻し 




HS2X- 

2倍速 


-®4 X - 


◄旧 x ~> 


8倍速 


一® - ®32 X - 6 X - 

通常再生 32倍速 16倍速 


28. スロー ボタン 

スローモーション再生ができます。1回押すたびに、下 
図のように切り換わります。 

※本機能は DVD のみ有効です。 


r ^ OBi /2- 

- QB 1/4 — 

-001/8 — 

一 0 B 1/16ハ 


j 1/2 倍速 

1/4倍速 

1/8倍速 

1/16倍速 


® 通常再生 




f 

^—刚/16—刚/8— 

一 3 D 1/4— 

—3 T 11/2」 


逆1门6倍速 

逆1/8倍速 

逆1/4倍速 

逆 1/2 倍速 


29.リビートポタン 

繰り返し再生ができます。1回押すたびに、下図のよう 
に切り換わります。 


I ~ 〈 DVD の場合〉’ 



チャプター：チャプターを繰り返し再生 
タイトル：タイトルを繰り返し再生 
ALL ： すべてを繰り返し再生. 

( OFF ) :リビート機能0 F F (画面は無表示) 


I 一 〈 CD の場合〉 



30.音場選択ボタン 

音場を選ぶことができます。1回押すたびに、下図のよ 
うに切り換わります。 



31•コマ送りボタン 

静止画再生をします。再度ポタンを押すと、次の静止画 
を再生します。 

32. 消音ポタン 

音が消えます（ミュート)。再度ポタンを押すとテレビ 
画面に「ミュート OFF 」 が表示され、元の再生状態に戻 
ります。 

33. 本編再生ポタン 

メニューや付録映像を省き、本編を再生します。 
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MP 3 ファイルを再生する 


CD - R / CD - RW などに記録されている MP 3 形式の音楽ファイルを再生することができます。 


MP 3 ファイルを再生する 


1 . テレビまたはオーディオ機器と接続し、本機の電 
源を入れます。 


2. 本体の開/閉ポタンを押します。 

3. ディスクをディスクトレイに置きます。 
再生面を下にして溝にそって正しく置きます。 



4. 開/閉ボタンを押します。 

ディスクトレイが閉まり、テレビ画面にメニューが表示 
されます。 


【表示例】 


トラック時間 
再生時間 
トラック番号 
トラック全数- 


- 

日 M 再 

生 


C 03*18 05 1 

^28 

1 

► 


058/158 


n. 

▲ 


------- 

HU - 

liinl% _ _ _ _ _ 



IniiSsI 

M. 



麵 . 

▼ 



A MP 3 ファイル再生についてのご注意 

癱 ISO 9660 (レベル1,レベル 2) フォーマットに準 
拠したディスクを再生できます。 

•オーディオ CD トラックと MP 3 ファイルが混在した 
CD はオーディオ CD トラックのみ再生します。 

♦ファイル構成にもよりますが、 MP 3 ファイルを読み取 
るのに1分以上かかることがあります。 

•高音質の音質を得るには 44. 1 kHz のサンプリング周波 
数、 128 kbbs 以上のビットレートでの記録をお勧め 
します。 

•ファイル名、ディレクトリ名は半角英数字で入力されて 
いる場合のみ表示されます。それ以外の文字は ( ア 
ンダーパー）で表示されます。 

參ファイル/ディレクトリ数は最大256まで対応してい 
ます。257以降のファイルは再生できません。 

♦ MP 3 CD は、記録された順序で再生できないことがあ 
ります。また、記録状態により音飛びが発生したり、再 
生できないこともあります。 

♦ ID タグ Venl に対応していますが、32文字までの表 
示となります。表示可能文字は*半角英数字の限定とな 
り、エンコードソフトにより正常に表示しない場合があ 
D ます。 

♦ MP 3 作成のエンコードソフトによって、曲の前後や曲 
にノイズが入ることや再生でぎないことがあります。な 
お、エンコードソフトやエンコード操作などのパソコン 
操作に関しては、それぞれの製造元にご確認ください。 

•パケットライトソフト、 Romeo 形式、 HFS 形式には 
対応していません。 

♦ MP 3 形式のファイルで拡張子「. mp 3」が付加されて 
いるファイルを再生できます。 

♦ MP 3 形式ファイルのサンプリング周波数とビットレー 
卜は、 -32 kHz ' 44.1 kHz 、48 kHz 、32 kbbs 〜 
320 kbbs (固定または可変のビットレート）になりま 
す。 


5. リモコンの方向ポタンを押して、再生したいファ 
イルを選びます。 

ファイルを選択し、リモコンの決定ボタンで確定します。 
再生が始まります。 
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JPEG ファイルを再生する 


JPEG ファイルを再生する 


1 . テレビまたはオーディオ機器と接続し、本機の電 
源を入れます。 


2. 本体の開/閉ポタンを押します。 


3. ディスクをディスクトレイに置きます。 
再生面を下にして溝にそつて正しく置きます。 



4. 開/閉ボタンを押す 

ディスクトレイが閉まり、テレビ画面にメニューが表 
示されます。 


■【表示例】 


ファイル番号- 
ファイル全数- 


画像のプレビュ- 


解像度- 


00*0 00.0 


058/15 


ypEGj 


LJPEGI 


IJPEGJ 


LJPEGI 


IJPEGJ 


[JPEG] 


111111111 


▲ 


▼ 


再生 


V 

■ 1 ノ 

( 解鰣 

白 88 XI200 ) 


& JPEG ファイル再生についてのご注意 

籲 ISO 9660 (レベル 1. レベル 2) フォーマットに準 
拠したディスクを再生できます。 

• JPEG 形式のファイルで拡張子 「.jpg」 が付加されて 
いるファイルを再生できます。 

•オーディオ CD トラックと JPEG ファイルが混在した 
CD は、オーディオ CD トラックのみ再生します。 

•ファイル構成にもよりますが、 JPEG ファイルを読み取 
るのに30招>以上かかることがあります。 

•ファイル名、ディレクトリ名は半角英数字で入力されて 
いる場合のみ表示されます。それ以外の文字は“二（ア 
ンダーパー）で表示されます。 

參ファイル/ディレクトリ数は最大256まで対応してい 
ます。257以降のファイルは再生できません。 

癱ファイルサイズが大きい場合は、テレビ画面に表示され 
るのに時間がかかることがあります。 

參記録された順序で画像を再生できないことがあります。 

•記録状態により画像を再生できないことがあります。 


5. 方向ボタンを押して、見たい画像を選びます。 

6. リモコンの決定、または再生ポタンを押します。 
決定した画像以降が順にスライドショー再生します。 
※再生を始めるまで、10秒程度時間がかかる場合があ 

ります。 

♦方向ポタンで、画像の回転ができます。 

▲ 180で回転 
▼ 反転 

< 左に 90°C 回転 
_右に 90° C 回転 

•再生中にズームポタンを押してから早送り/早戻し 
ポタンを押すと、拡大/縮小表示をします。 

ズーム ポタン+サー >:) 125%—150% — 

200% :，； 

ズーム ボタン+ サーチ 75% — 50% 

參再生中にプログラムポタンを押すと、画像切換方 
法の変更ができます。 
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主な仕様 


プレーヤー部 
電源： 100 V 50/60 H 2 
消費電力： 15 W 

外形寸法/重量：幅 225 X 奥 260 X 高 50mm /1.1kg 
映像システム ： NTSC 

周波数特性： DVD - Audio : Fs 48 kHz PCM 4 Hz 〜 22 kHz 、 
Fs 96 kHz PCM 4 Hz ~ 44 kHz 
Audio - CD : Fs 44.1 Hz 4 Hz 〜 20 kHz 
S / N 比率： >80 dB 
ダイナミックレンジ： > 80 dB 
ワウ•フラッター：測定限界以下 
使用条件：温度0~40°、動作姿勢：水平 
映像出力：1 . OV ( P - P ), 75 D 

S - 映像出力： ( Y )1.0 V ( P - P )75 O ( C ) 0.286 V ( P - P )75 Q 
音声出力（アナ□グ出力）： 2.0 V 


スピーカー部 
電源：1 00 V 50/60 HZ 
消費電力： 20 W 
スピーカー サイズ/定格出力： 

サブウーファー 4インチ 4 Q /12 W 
フ□ント•センター•リア 2.5 インチ 4 Q /2 W X 5 
周波数帯域： 

サブウーファー： 20 Hz 〜180 Hz 
フロント • センター•リア：1 50 Hz 〜 20 kHz 
入カインピーダンス： 7.8 kQ 
外形寸法/重量： 

サブウーファー幅13 0 X 奥22 0 X 高200 mm /3.2 kg 
サラウンドスピーカー幅 75 X 奥 52 X 高 Ulmm/lSOg 
リモコン幅 45 X 奥 24 X 高 175 mm /70 g 
コード長： 

フロント X 2/ センター xl 2 m 
U ア X 210 m 


初斯設定 

リモコンの初期設定ポタンを押すと、テレビ画面に下図の設定メニューが表示されます。 


〈設定メニュー ) 



設定をするには 

① 方向ポタン ► で設定したいメニューを選び、決定ポタンを押します。 

② 方向ポタン▼と▲で、設定項目を選択し、 ► ポタンで、設定内容を選択します。最後に、決定ポタン 
で確定してください。。 

③ 項目の設定が終了したら、方向ポタン，を押します。黄色の選択エリアがない状態で、設定メニューの切 
り換えができます。 

④ 初期設定ページを終了する時は、再び初期設定ボタンを押してください。 
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一般設定 




m. 

r\ \ 

LU 



TV 

し巳 

4:3パンスキヤン 
4:3レターボックス 
16:9ワイド 

アングル 

オン 

オン、オフ 

OSD 言語 

日本語 

英語、日本語 

キャプション 

オン 

オン、オフ 

スクリーン セーバー 

オン 

オン、オフ 

ラストメモ U 

オン 

オン、オフ j 


• TV 

テレビの種類を選びます。 

〇標準 / PS 4:3画面テレビ（パンスキヤン) 
ワイド画像は映像の左右をカツトして表示。 






カツト 


カツト 


通常のテレビ (4:3) に接続したときに選択してくだ 
さい。 

パンスキヤンに対応したワイド画像 (16:9) のデイス 
クを再生したとき、ワイド画像の一部をカツトして再 
生します。パンスキヤンに対応しないワイド画像 （16:9) 
のディスクではレターボックスで再生します。 


ワイドテレビ (16:9) に接続したときに選択してく 
ださい。ワイド画像 (16:9) のディスクを再生した 
とき、フル画像で再生します。 

※ディスクによっては、本機でテレビの種類を設定しても、 
ディスクが指定しているモードで再生される場合があ 
ります。 

※テレビに出力される映像は、ソフトや接続するテレビ 
によって異なります。 

• アングル 

マルチアングル対応の DVD ソフトを再生するときに使用 
でぎます。 

〇 オン ー アイコン表示する 

(アイコン岛」 一3 アングルーを表示） 

〇オフ 

• OSD 言語 

画面表示の言語を選びます。 

〇 ENGLISH 英語表示 
〇 日本語 日本語表示（初期設定） 

• キャプション 

(キャプション対応の DVD ディスクのみ可。） 

〇オン 
〇オフ 

• スクリ_ンセーバ ー 

ブラウン管の焼き付き防止のため約3分間使われていない 
と、 DVD の□ゴを画面上に表示します。 

〇 オンースクリーンセイ八一を有効にする 
〇 オフ ー スクリーンセイパーを無効にする 

• ラストメモリ 

最後に停止した位置をメモリーしておくことができます。 
〇 オン 
〇 オフ 


〇標準 / LB 4:3画面テレビ（レターボックス) 
ワイド画像は映像横長のまま、上下は黒く表示。 



通常のテレビ （4:3) に接続したときに選択してくだ 
さい。ワイド画像 (16:9) のディスクを再生したとき、 
レターボックス（上下に黒い帯のある画面）で再生し 
ます。 

〇ワイド16:9画面のワイドテレビ 
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初期設定（っづき) 


巧2^オーディオ設定 



奶多 H ® 


’才設定ページ 


アナログオーディオ設定 
デジタルオーディオ設定 
3 D 処理 
イコライザ 
HDCD 設定 


アナログオーディオ設定 


ダウンミックス 

LT / RT :左右ミックスモード 

ステレオ：通常のステレオ 

5.1 チヤンネル： 5.1 チヤンネルで使うとき 

フロントスピーカー 

フロントスピーカーの音量の大きさを調整します。 
太/小 

センタースピーカー 

センタースピーカーの音量の大きさを調整します。 
(ダウンミックスで 5 J チヤンネルを選択した時のみ有 
効です。） 

太/小/オフ 

リアスピーカー 

リアスピーカーの音量の大きさを調整します。 

(ダウンミックスで 5 J チヤンネルを選択した時のみ有 
効です。） 

太/小/オフ 

サブウーファー 

サブウーフ ァーの スイッチ入切を設定します。 

オン/オフ 

テストトーン 

つないだスピーカーからテスト音を出します。 

(ダウンミックスで 5.1 チヤンネルを選択した時のみ有 
効です。） 

オン/オフ 

ダイアログ 

音量の調節をします。 

(ダウンミックスで LT / RT かステレオを選択した時 
のみ有効です。） 

• レベルー◦〜2〇 . 

チヤンネルトリム 

チヤンネルごとに音量の設定ができます。 

センターディレイ/左/右/リアディレイ/ 

リアサラウンド/サブウーファー 


• デジタルオーディオ設定 
デジタル出力 

• SPDIF オフ 

アナログ端子でテレビやオーディオを接続しているとき。 
■ RAW - ドルビー 

デジタル等のデ]—ダー 内蔵アンプを接続しているとき。 
•PCM ONLY 

2 ch デジタルアンプを接続しているとき。 

ダイナミック 

音質をそこなうことなく、響きやすい高音のレベルを下 
げます。 

•OFF 〜 FULL 

LPCM 出力 

お使いの接続機器に合わせて設定してください。 

•48 K 

•96 K 

•3 D 処理 

アナ□グオーディオ設定で、 5.1 チャンネルを選択 
した時のみ有効です。 


PRO LOGIG H 

オン/オフ/自動 

モード 

音楽/映画 

リバーブモード 

音場の設定ができます。 

オフ/コンサート/リビング/ホール/ 

パスルーム/洞窟/アリーナ/教会 

チヤンネルディレイ 

スピーカーの位置を マニユ アルで設定することにより、 
リノ《 ーブモー ドでさらに臨場感を出すことができます。 



チヤンネルデイレイを設定するには 

① 方向ポタン ▼ でチヤンネルを選択します。 

② 方向ポタン►と <で、スピーカーの距離を入力し、 
決定ポタンを押して確定します。 

③ 方向ポタン < でオーディオ設定トップページに戻り 
ます。 
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•イコライザ 
サウンドモード 

聞く音楽に合わせて設定してください 

オフ/ ロック/ポップ/ライブ/ダンス/ 

テクノ/クラシック/ソフト 

ベースブースト（低音強調） 

オン/オフ F 

スーバーペース （超重低音） 

オン/オフ 

トレブルブースト（高音強調） 

オン/オフ 

• HDCD 設定 
フイルター 

オフ ー すべてをアウトプットします。 

44.1 K —0-44.1 kHz の音域をアウトプット可能。 
88.2 K —0~88.2 kHz の音域をアウトプット可能。 


f 映像設定 





明るさ 


色相 


コントラスト 


彩度 


シャープネス 


ルー マディレイ 


ガンマ補正 


V 

J 


•明るさ 

-20 〜+20まで調整可能 

方向ポタンで調整の後、決定ボタンで確定して 
ください。 

• 色相 

-9 〜+9まで調整可能 

方向ポタンで調整の後、決定ポタンで確定して 
ください。 


• コントラスト 

-16 〜+16まで調整可能 

方向ボタンで調整の後、決定ボタンで確定して 
ください。 

•彩度 

-9 〜+9まで調整可能 

方向ポタンで調整の後、決定ポタンで確定して 
<ださい。 

• シャ ー プネス 

高/中/低から選択してください。 


• ルーマデイレイ 

0 T —遅延なし 
1 TH 1 延あり 


‘ガンマ補正 

高/中/低/なしから選択してください。 
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• TV タイプ 

自動 

NTSC (日米方式）日本国内の設定 

• PBC 

Play Back Control 付きのビデオ CD の操作ができま 
す。 

オン/オフ 

•音声設定 

日本語/英語 

.字幕設定 

日本語/英語/オフ 

• メニュー言語設定 

日本語/英語 

• 視聴制限 

視聴制限の機能を備えた DVD ディスクのみ有効です。 

レベル1 —KIDS SAFE / 子供に安心して見せるこ 
と ができる。 

レベル2—保護者の指導なしで見せることができる 一 
般向け映画。 

レベル3—父兄.保護者同伴。 

レベル 4—1 3才以下は親同伴。 

レベル 5—1 5才以下は親同伴。 

レベル 6—1 7才以下は親同伴。 

レベル 7—1 7才未満は視聴禁止。 

レベル8—成人向けの内容。 

• デフオルト 

リセツトーエ場出荷時の設定に初期化します。 


• パスワードモード 

オンーパスワードを設定します。 

オフー八°スワードを設定しません。 

• パスヮード 

変更一設定したパスワードの変更ができます。 



新しいパスワードを設定するには 

① I * 古いパスワード」に、リモコンの数字ポタンで “8806” 
を入力します。 

② 方向ボタン▼で、「新しいパスワード」に移動し、新 

しい暗証番号の数字を入力します。 

③ 「パスワード確認」に、再度新しい暗証番号を入力し 
ます。 

④ roKj を選択し、決定ボタンを押します。 

※工場出荷時のパスワードは[8806]です。 

※万が一、パスワードを忘れてしまったときは、環境設 

定ページのデフオルトでリセット（初期化）してくだ 
さい0 
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D 

V 

D 

/ 

C 

D 

部 


表示や動作が異常になったときは、本機の電源ポタンで一度電源を切り、再度電源を入れてください。 
または、電源を切って電源プラグを抜き、数秒後もう一度差し込んで操作し直してください。 

(落雷や静電気などの影響により、本機が正常に動作しないことがあります。） 


* スピーカーコード*オーディオケーブルの接続を確認してください。 

• 付属のスピーカーを使用している場合は、初期設定のアナログオーディ設定が 
“5. 1チヤンネル"に設定されているか確認してください。 

•サブウーファーの音霣調整ツマミで音置レベルを上げてください。 

• ピンケーブルの接続を確認してください。 


片側チヤンネルの音がほとんど出 
ない 

フロント（中央）以外の スピーカー 
から音が出ない 

付属のスビーカーから音が出ない 
八ム音が出る 


リモコンが操作できない 


• リモコンの電池が消耗していたら、新しい電池と交換してください。 
• U モコンを本機に向けて操作してください。 

• リモコンと本機受光部の障害物を取り除いてください。 

* リモコンで、接続した TV の音置調整はできません。 


•ディスクが汚れている。—ディスクを清掃してください。 

• デジタル音声出力を正しく設定してください。 （26 ページ) 


イスクの音が出ない 


ディスクの映像や音が飛ぶ/正常 
な動作や表示がでぎない 


• テレビの入力切換が外部入力になっているか確認してください。 
• 安定した場所に置いてください。 


•付属の AV ケーブル（赤•白•黄）が正しく接続されているか確認してください。 
‘リモコンのプログレッシブポタンを何度か押してみてください。 


スクの映像や音が出ない 


“NO DISC " が表示される • ディスクトレイがしっかりと閉じていることを確認してください。 

• DVD の再生ポタンを押してください。 

- DVD レンズに露（水滴）がついている。—ディスクを取り出し、 DVD ドアー 
を開けて1時間ほどそのままにしておいてください。 

• ディスクが汚れている。—ディスクを清掃してください。 

• フアイナライズ処理（録画したレコーダー以外のプレーヤーで再生できるよう 
にする処理）をされていない DVD - R / RW は再生できません。 

• DVD - R / RW は、ディスクや記録したレコーダーの状態によって再生できなし、 
場合があります。 

• 著作権保護技術付音楽ディスクは、再生できない場合があります。 

• VR モードで録画された DVD - RW は再生できません。 


♦ ディスクが裏返しになっている。—文字のある面を上にしてください 


デイスクの再生が始まらない 


•音里を小さくしてください。 

• 本機をテレビや笛光灯等の電気製品から離してください。 


音がひずむ 


音が聞こえない 


•音置調節をしてください。 

• 消音になってし、ないか確認してください。 


• 電源プラグをコンセントに入れてください。 


電源が入らない 


対処方法 


お客様ご相談センターにご相談になる前に、もう一度下記の内容をご確認ください。 
ご不明な点があるときは、保証書にある総発売元へお問い合わせください。 


故障かな？と思ったら 


U モ n ン部 


スピーカ—部 
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保証•アフターサービスについて 


保証書は必ず「お買しヽ上げ日•販売店名」などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、 
大切に保管してぐださい。 



本商品が故障した場合には、下記に必要事項をご記入の上、弊社にお送り頂くよう、お願い致します。 
尚、この保証は次に明示した期間、及び条件のもとにおいて無料修理あるいは交換をするものです。 


商品名 


保証期間 


お買い上げ日 


お買い上げ店 


DVD ホームシアター サウンドシステム 型番 HT- 6000 


お買い上げ日から1年間 



故障の症状 


[無料保証規定] 

1. 正常な状態（取扱説明書に従った状態）で故障した場合には、本体商品を無料で修理又は、交換をさせてい 
ただきます。 

2. 保証期間はお買い上げ日より1年間となります。 

3. 故障の場合は上記のダメージレポートに状況を記入いただき、商品と同封の上、ご返却ください。 

4. 使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障、損傷は保証の対象外となります。 

5•お買い上げ後の輸送、落下などによる故障、損傷は保証の対象外となります。 

6. 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、指定以外の電源（電圧、電流、周波数） 
による故障及び損傷は保証の対象外となります。 

7. 本書にお買い上げの年月日、お客様名、お買し1上げの販売店名の記入がない場合は保証の対象外となります。 

8. この保証書は日本国内においてのみ有効です。 

9 . この保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

※本保証書は保証規定により、無償修理をお約束するもので、これによりお客様の法律上の権利を制限するもの 
ではありません。 

※お客様の個人情報は、商品に関するご質問や故障の際、お客様と連絡を取るためにのみ使用するものです。‘ 


輸入.総発売元：株式会社クマザキエイム 
〒 222-00 13 
横浜市港北区錦が丘 1 2-1 7 


TEL: 045-401-7486 
FAX : 045 -435-0057 
E-mail;info@kumazaKi-aim.co.jp 
www.kumazaki-aim.co.jp 


HT- 6000-200609 




























